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令
和
７
年
度
薭
田
野
町
自
治
会
通
常
総
会
を
開
催

令
和
７
年
４
月
18
日
（金
）、
各
区
の
代
議
員
様
の
出
席
の
下
、
令
和
7
年

度
の
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
第
1
号
議
案
「令
和
6
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
」に
つ
い
て

報
告
し
、
監
事
か
ら
監
査
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
特
段
異
議

な
く
、
賛
成
多
数
で
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
第
２
号
議
案
「令
和
７
年
度
自
治
会
役
員
」に
つ
い
て
提
案
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
自
治
委
員
（正
副
会
長
・庶
務
会
計
・委
員
・監
事
）に
つ
い
て
は
改

選
が
な
く
、
理
事
（区
長
）だ
け
の
改
選
と
な
り
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
特

段
異
議
な
く
、
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
第
３
号
議
案
「令
和
７
年
度
事
業
計
画
案
及
び
予
算
案
」に
つ
い
て

報
告
し
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
特
段
異
議
な
く
、
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

全
て
の
議
案
審
議
が
終
了
し
、
自
治
会
長
か
ら
改
め
て
新
役
員
を
紹
介
し
、

今
年
度
の
自
治
会
運
営
に
町
民
の
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
理
解
・ご
協
力
を
お

願
い
し
て
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

今
年
は
亀
岡
市
制
が
誕
生
し
て
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。
亀
岡
市
で
は
市
制

70
周
年
を
記
念
す
る
様
々
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
が
薭
田
野
町
自
治
会
と

し
て
も
協
力
す
る
と
と
も
に
、
自
治
会
行
事
に
も
「市
制
70
周
年
記
念
」
の
冠

を
つ
け
て
開
催
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
の
主
な
行
事

◎

７
月
１
日
（火
）

亀
岡
市
と
の
地
域
懇
談
会

◎

９
月
６
日
（土
）

（市
70
）薭
田
野
町
防
災
訓
練

◎

９
月
15
日
（月
祝
）

（市
70
）薭
田
野
町
敬
老
会

◎

10
月
５
日
（日
）

（市
70
）第
36
回
薭
田
野
町
民
大
運
動
会

◎

10
月
19
日
（日
）

薭
田
野
町
戦
没
者
追
悼
式

◎

10
月
26
日
（日
）

（市
70
）第
3
回
薭
田
野
町
秋
祭
り

◎

12
月
14
日
（日
）

（市
70
）第
11
回
京
都
亀
岡
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
「お

も
て
な
し
応
援
」

◎

12
月
21
日
（日
）

（市
70
）歩
い
て
知
ろ
う
薭
田
野
町
「心
の
教
育
」

                              

餅
つ
き
大
会

◎

12
月
28
・29
日

年
末
特
別
警
戒

◎

令
和
８
年
1
月
31
日
（土
）

薭
田
野
町
「心
の
教
育
」人
権
研
修
会

令
和
７
年
度
自
治
会
役
員
の
紹
介
（敬
称
略
）

会
長

竹
岡

敏

副
会
長

西
村

一
郎

副
会
長

美
馬

正
信

委
員

大
石

善
次

委
員

八
木

正
純

庶
務
会
計竹

岡

博
幸

監
事

谷
本

澄
夫

監
事

麻
田

英
隆

柿
花
区
長奥

富
士
夫

下
佐
伯
区
長

栗
林

三
善

奥
条
区
長齋

藤

好
享

西
佐
伯
区
長

長
谷
川

富
男

太
田
区
長松

井

祥
一

上
佐
伯
区
長

福
島

真
佐
記

鹿
谷
区
長荒

木

行
包

天
川
区
長石

田

宣
夫

芦
ノ
山
区
長池

尻

愛



令
和
７
年
度
新
旧
自
治
会
役
員

各
種
団
体
長
引
継
交
流
会

去
る
令
和
７
年
４
月
28
日
（月
）、
令
和
６
年
度
及
び
令
和

７
年
度
の
自
治
会
役
員
と
各
種
団
体
長
の
皆
様
方
に
ご
出

席
い
た
だ
き
、
昨
年
度
の
慰
労
と
今
年
度
の
連
帯
の
思
い
を

込
め
て
引
継
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
40
名
の
方
が

参
加
い
た
だ
き
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
で
会

話
が
弾
み
、
引
継
も
兼

ね
て
意
思
疎
通
を
図
り
、

親
睦
と
交
流
を
深
め
る

良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。今

年
度
お
世
話
に
な

る
方
々
に
は
、
事
業
を

通
し
て
、
地
域
の
連
帯

と
絆
が
深
ま
り
、
町
民

相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
が
促
進
さ
れ
ま
す
よ

う
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

各
種
団
体

太
田
区
老
人
ク
ラ
ブ
寿
会

太
田
区
老
人
ク
ラ
ブ
寿
会
で
は
令
和
７
年
３
月
14
日
（金
）

に
、
太
田
集
会
所
で
会
員
20
名
が
集
ま
り
、
落
語
会
と
消
費

生
活
学
習
会
を
開
き
ま
し
た
。
落
語
は
南
丹
亭
百
姓
さ
ん

か
ら
二
席
落
語
を
聞
き
、
大
い
に
笑
わ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
学
習
会
は
、
亀
岡
市
の
消
費
生
活
専
門
相
談
員
か
ら

還
付
詐
欺
、
訪
問
販
売
等
に
つ
い
て
騙
さ
れ
な
い
た
め
の
注

意
点
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
新
し
い
手
口
が
出
て
く
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
今

日
の
話
を
参
考
に
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。
和
や
か
な
雰

囲
気
で
２
時
間
ほ
ど
過
ご
せ
ま
し
た
。

芦
ノ
山
区
子
ど
も
会

令
和
６
年
３
月
22
日
（土
）に
芦
ノ
山
区
子
ど
も
会
で
お

祝
い
パ
ー
テ
ィ
を
行
い
ま
し
た
。
令
和
6
年
度
は
小
学
生
1

名
が
卒
業
と
な
り
、
皆
で
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
卒
業
生
に
皆
か
ら
お
祝
い
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し

ま
し
た
。
「中
学
校
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」や
「ク
ラ
ブ
も
頑

張
れ
！
」と
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
ま
し
た
。

次
に
、
集
会
場
に
ス
ク
リ
ー
ン
を
設
置
い
た
だ
き
、
お
菓

子
を
食
べ
な
が
ら
の
映
画
鑑
賞
を
行
い
ま
し
た
。
迫
力
あ
る

映
画
に
皆
真
剣
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
外
が
だ
ん
だ
ん
暗

く
な
る
中
、
ホ
ラ
ー
映
画
に
も
挑
戦
。
怖
す
ぎ
た
・・・・。
そ

の
後
、
保
護
者
も
一
緒
に
皆
で
お
弁
当
を
食
べ
ま
し
た
。
楽

し
い
話
で
盛
り
上
が
り
、
素
敵
な
日
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
会
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
機
材
の
設
置
や
準
備

等
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
区
民
の
方
々
に
は
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
お
陰
様
で
卒
業
生
は
も
ち
ろ
ん
子
ど
も
達
、
皆

に
と
っ
て
楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
、
新
年
度
を

迎
え
、
進
学
や
進

級
を
し
た
子
ど
も

達
。
た
く
さ
ん
学

ん
で
、
た
く
さ
ん

楽
し
ん
で
、
幸
せ

い
っ
ぱ
い
の
毎
日
に

し
て
下
さ
い
ね
。

薭
田
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

大
阪
関
西
万
博
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

１
，
２
年
生
は
未
来
の
都
市
パ
ビ
リ
オ
ン
、
コ
モ
ン
ズ
Ｃ
パ
ビ

リ
オ
ン
、
大
屋
根
リ
ン
グ
を
散
策
。

３
，
４
年
生
は
飯
田
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス×

大

阪
公
立
大
学
パ
ビ
リ
オ
ン
、
コ
モ
ン
ズ
Ｃ
パ
ビ
リ
オ
ン
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
パ
ビ
リ
オ
ン
、
大
屋
根
リ
ン
グ
を
散
策
。

５
年
生
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
パ
ビ
リ
オ
ン
、
コ
モ
ン
ズ
Ｃ
パ

ビ
リ
オ
ン
、
飯
田
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス×

大
阪
公

立
大
学
パ
ビ
リ
オ
ン
、
大
屋
根
リ
ン
グ
を
散
策
。

６
年
生
は
大
阪
ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ
ビ
リ
オ
ン
、
コ
モ
ン
ズ
Ｃ
パ
ビ

リ
オ
ン
、
飯
田
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス×

大
阪
公
立

大
学
パ
ビ
リ
オ
ン
、
大
屋
根
リ
ン
グ
を
散
策
。

未
来
の
都
市
パ
ビ
リ
オ
ン
で
は
２
０
３
Ｘ
年
の
仮
想
の
街
を

も
と
に
、
未
来
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
触
れ
る
体
験
を
し
ま
し

た
。コ

モ
ン
ズ
Ｃ
パ
ビ
リ
オ
ン
で
は
、
様
々
な
国
や
地
域
が
共
同

で
出
展
し
て
い
る
パ
ビ
リ
オ
ン
で
、
特
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
ブ
ー

ス
を
訪
れ
、
戦
争
、
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
と
な
り
ま

し
た
。



子ども達がすごく楽しみにしていた
大阪関西万博！！！

平
和
と
親
睦
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
の
種
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
今
後
、

学
校
で
育
て
、
広
め
て
い
く
予
定
で
す
。

飯
田
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス×

大
阪
公
立
大
学
パ
ビ
リ
オ
ン
で
は
伝
統
と

進
化
の
融
合
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
未
来
の

街
や
住
宅
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
パ
ビ
リ
オ
ン
で
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
美
し
い
自
然
や
生
き

物
、
力
強
い
大
地
の
活
力
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

大
阪
ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ
ビ
リ
オ
ン
で
は
、
未

来
の
都
市
生
活
の
体
験
や
Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を

テ
ー
マ
と
し
た
未
来
の
再
生
医
療
に
つ
い

て
触
れ
ま
し
た
。

大
阪
関
西
万
博
の
象
徴
と
も
い
え
る
大

屋
根
リ
ン
グ
の
散
策
で
は
子
ど
も
達
も

す
ご
い
、
楽
し
か
っ
た
、
明
日
も
来
た
い
！

と
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

参
加
で
き
た
全
児
童
が
１
日
楽
し
み
、

た
く
さ
ん
歩
き
ま
し
た
。
帰
り
の
バ
ス
で

は
す
や
す
や
寝
て
い
る
様
子
も
あ
り
ま

し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
ブ
ー
ス
で
は
学
年
ご
と
に

違
い
は
あ
れ
、
平
和
に
つ
い
て
考
え
、
各

国
の
パ
ビ
リ
オ
ン
で
は
国
々
に
つ
い
て
知
り
、

企
業
パ
ビ
リ
オ
ン
で
は
未
来
の
最
先
端
技

術
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
達
に

と
っ
て
す
ご
く
思
い
出
に
残
る
大
阪
関
西

万
博
に
な
り
ま
し
た
。

バ
ス
も
時
間
通
り
運
行
い
た
だ
き
、
無

事
学
校
ま
で
帰
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

引
率
い
た
だ
い
た
学
校
の
先
生
方
、
教

育
委
員
会
の
職
員
の
方
々
、
安
全
運
転
で

子
ど
も
達
の
送
迎
を
担
当
し
て
く
だ
さ
っ

た
バ
ス
会
社
の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

薭
田
野
町
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

５
月
３
日
に
令
和
６
年
度
役
員
と
令
和
７
年
度
役
員

の
出
席
の
も
と
、
新
旧
役
員
会
を
開
催
し
、
令
和
６
年

度
事
業
報
告
・決
算
報
告
、
令
和
７
年
度
役
員
の
選
任
・

事
業
計
画
・予
算
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
通
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

顧

問

竹
岡

敏
（自
治
会
長
）

会

長

美
馬

正
信
（自
治
会
副
会
長
）

副
会
長

稲
荷

良
一
（老
人
ク
ラ
ブ
会
長
）

副
会
長

石
山

耐
子
（民
生
・児
童
委
員
総
務
）

庶
務
会
計

三
橋

麻
衣
（薭
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
地
域
委
員
長
）

同

東

友
美
（薭
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
計
）

同

八
木

優
子
（薭
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
庶
務
）

幹

事

井
内

祐
治
（か
め
お
か
作
業
所
事
務
長
）

同

美
馬

俊
男
（青
少
協
会
長
）

同

桂

尚
美
（民
生
・児
童
委
員
副
総
務
）

同

松
井

恵
美
（薭
田
野
町
子
ど
も
会
会
長
）

監

査

麻
田

英
隆
（自
治
会
監
事
）

同

谷
本

澄
夫
（自
治
会
監
事
）

９
月

亀
岡
市
総
合
防
災
訓
練
の
地
域
拠
点
訓
練

11
月

ふ
れ
あ
い
声
か
け
訓
練
（徘
徊
模
擬
訓
練
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
（６
年
生
）

12
月

寄
せ
植
え
講
習
会

友
愛
訪
問

役
員
紹
介
（敬
称
略
）

主
な
行
事
予
定

亀
岡
市
消
防
団
薭
田
野
分
団
入
退
団
式

４
月
６
日
（日
）、
薭
田
野
町
自
治
会
に
お
い
て
自
治
会

長
は
じ
め
多
く
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
の
も
と
、
令
和
７
年

度
亀
岡
市
消
防
団
薭
田
野
分
団
の
入
退
団
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

◎
今
年
度
新
入
団
員

池
田

悠
（２
部
３
班
）

◎
今
年
度
退
団
者

・
鈴
木

和
晃
（２
部
３
班
）

（平
成
13
年
入
団
、
24
年
間
）

・
村
上

隆
司
（３
部
４
班
）

（平
成
10
年
入
団
、
27
年
間
）

今
年
度
新
役
員
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後

に
桂
新
分
団
長
に
よ
る
訓
示
が
あ
り
、
団
員
全
員
で

地
元
を
守
っ
て
い
こ
う
と
力
強
い
抱
負
が
掲
げ
ら
れ

ま
し
た
。
今
後
も
桂
分
団
長
を
先
頭
に
団
員
一
丸
と

な
っ
て
薭
田
野
町
の
安
心
・安
全
を
守
る
た
め
、
消
防

団
活
動
に
励
ん
で
い
き
ま
す
の
で
引
き
続
き
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
７
年
度
亀
岡
市
消
防
団
水
防
訓
練
・小
型
ポ

ン
プ
取
扱
講
習
に
参
加

５
月
18
日
、
早
朝
よ
り
桂
川
堤
防
で
の
水
防
訓
練
、

亀
岡
消
防
署
で
の
小
型
ポ
ン
プ
取
扱
講
習
に
参
加
し

ま
し
た
。
出
水
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
防
災
体
制
の

強
化
に
努
め
る
た
め
、
土
の
う
作
り
と
積
み
土
の
う

工
と
い
っ
た
水
防
工
法

の
基
礎
の
習
熟
、
ま
た
、

小
型
ポ
ン
プ
の
操
作
取

扱
や
日
常
の
点
検
・整

備
に
つ
い
て
学
ん
で
き

ま
し
た
。

役
員
・新
入
団
員
全

員
参
加
と
な
り
、
熱
心

な
訓
練
が
終
始
行
わ

れ
ま
し
た
。
雨
上
が
り

の
足
元
の
悪
い
中
で
し

た
が
実
戦
さ
な
が
ら
の

と
て
も
有
意
義
な
訓
練

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。



大
谷
高
等
学
校
亀
岡
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成

５
月
25
日
（日
）、
上
佐
伯
区
内
に
あ
っ
た
亀
岡
農
協
の

カ
ン
ト
リ
ー
跡
地
に
建
設
さ
れ
て
い
た
大
谷
高
等
学
校
の

亀
岡
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
完
成
し
、
大
谷
高
等
学
校
創
立
１
５

０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
開
場
記
念
式
典
が
盛
大
に
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
記
念
式
典
の
後
、
姉
妹
校
で
あ
る
小

松
大
谷
高
校
野
球
部
を
招
い
て
、
記
念
の
親
善
試
合
が

行
わ
れ
、
真
新
し
い
球
場
に
元
気
な
声
が
飛
び
交
い
、
熱

戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
甲
子
園
球
場
並
み
の
広
さ
が
あ
り
、

甲
子
園
と
同
じ
土
と
天
然
芝
が
使
わ
れ
て
い
る
立
派
な

球
場
で
す
。
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
治
水
対
策
を
は
じ
め

諸
課
題
に
対
し
て
大
谷
高
校
が
真
摯
に
向
き
合
わ
れ
、

地
元
町
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
が
あ
っ
て
、

無
事
、
完
成
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
自
治
会
と
し
ま
し
て
も
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
球
場
が
大
谷
高
校
野
球
部
が
甲
子
園
出

場
を
達
成
す
る
練
習
の
拠
点
と
な
る
こ
と
を
、
ま
た
、
こ

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
多
く
の
方
が
集
わ
れ
、
薭
田
野
町
の
賑

わ
い
づ
く
り
と
活
性
化
に
繋
が
る
こ
と
を
強
く
期
待
し
て

い
ま
す
。

役
員
紹
介

分
団
長

桂

正
幸

副
分
団
長

黒
木

泰
等

訓
練
部
長
（１
部
）

美
馬

貴
司

庶
務
部
長
（２
部
）

八
木

啓
一
郎

会
計
部
長
（３
部
）

岩
﨑

晃
爾

班
長
（１
部
１
班
）

野
木

義
昭

班
長
（２
部
２
班
）

大
西

淳
司

班
長
（２
部
３
班
）

福
林

淑
男

班
長
（３
部
４
班
）

成
田

秀
光

今
年
度
は
小
型
ポ
ン
プ
操
法
大
会
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

訓
練
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

各
団
体
の
役
員
紹
介(

敬
称
略)

薭
田
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会

長

堤

寛

副
会
長

福
島

梓

副
会
長

石
田

愛
夕
菜

庶

務

八
木

優
子

会

計

東

友
美

学
級
委
員
長

横
畑

愛
菜

地
域
委
員
長

三
橋

麻
衣

薭
田
野
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

会

長

松
井

恵
美

会
長
補
佐

石
田

真
樹

副
会
長

黒
木

志
保
（青
少
協
補
佐
）

副
会
長

池
尻

愛
（市
子
連
補
佐
）

会

計

廣
瀬

ま
ど
か

監

査

竹
岡

和
奈
（青
少
協
補
佐
）

青
少
協
担
当

茨
木

由
佳
里

市
子
連
担
当

渡
辺

杏
月

交
通
安
全
協
会
薭
田
野
支
部

支
部
長

緒
方

昭
子
（芦
ノ
山
区
）

副
支
部
長

森

剛
造
（奥
条
区
）

会

計

大
西

淳
司
（天
川
区
）

支
部
員

秋
山

久
登
志
（上
佐
伯
区
）

同

美
馬

浩
二
（下
佐
伯
区
）

同

鈴
木

定
雄
（太
田
区
）

同

小
森

勉
（鹿
谷
区
）

同

小
林

晋
（柿
花
区
）

同

藤
野

照
雄
（西
佐
伯
区
）

防
犯
推
進
委
員
連
絡
協
議
会
薭
田
野
支
部

支
部
長

松
本

保
洋
（上
佐
伯
区
）

支
部
員

堀
部

定
義
（下
佐
伯
区
）

同

石
田

邦
彦
（天
川
区
）

同

松
山

泰
男
（太
田
区

同

吉
川

二
郎
（鹿
谷
区
）

同

麻
田

英
隆
（柿
花
区
）

同

西
村

彰
芳
（奥
条
区
）

同

千
田

博
司
（芦
ノ
山
区
）

同

中
川

雅
雄
（西
佐
伯
区
）



南
桑
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
地
域
委
員

委
員
長

田
邊

育
子
（太
田
区
）

副
委
員

堤

裕
子
（下
佐
伯
区
）

地
域
委
員

大
八
木

健
治
（上
佐
伯
区
）

同

木
村

弥
生
（天
川
区
）

同

雨
森

智
美
（鹿
谷
区
）

同

沼
田

多
賀
代
（柿
花
区
）

同

西
村

真
白
（奥
条
区
）

同

葛
西

利
安
（芦
ノ
山
区
）

薭
田
野
町
青
少
年
育
成
協
議
会

「本
年
度
第
１
回
廃
品
回
収
事
業
実
施
」

令
和
７
年
５
月
11
日
（日
）午
前
８
時
か
ら
町
民
各
位
の
ご
理

解
・ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
第
１
回
廃
品
回
収
事
業
を
実
施
致

し
ま
し
た
。

今
年
度
も
自
治
会
・子
ど
も
会
・Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
を
得
て
、
年
５

回
を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
自
治
会
に
設
置
し
て

お
り
ま
す
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
お
き
ま
し
て
も
新
聞
紙
・雑
誌
・
段

ボ
ー
ル
・布
類
・ア
ル
ミ
缶
等
の
回
収
に
日
々
町
民
の
皆
様
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
次
第
に
回
収
量
が
増
え
、
大
変
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
、
い
つ
で
も
自
治
会
館
横
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ

お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
。

尚
、
本
事
業
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
収
益
金
は
小
学
校
の
図
書
本

の
寄
贈
を
は
じ
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
へ
の
学
習
支
援
活
動

資
金
等
、
学
校
教
育
や
子
ど
も
達
の
社
会
文
化
事
業
に
役
立
て

る
等
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
の
皆
様
に
は
今
後
も
一
層
の
ご
支
援
・ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

「令
和
７
年
度
廃
品
回
収
実
施
予
定
日
」

・
５
月
11
日
（日
）
第
1
回
廃
品
回
収
（実
施
済
み
）

・
７
月
13
日
（日
）
第
2
回
廃
品
回
収

・
９
月
14
日
（日
）
第
3
回
廃
品
回
収

・
11
月
23
日
（日
）
第
4
回
廃
品
回
収

・
令
和
８
年
３
月
８
日
（日
）
第
５
回
廃
品
回
収

「令
和
７
年
度
役
員
紹
介
」

会

長

美
馬

俊
男

副
会
長

原
野

英
樹

会

計

大
八
木

健
治

区
担
当
役
員

岡
本

典
樹
（上
佐
伯
区
）

同

大
石

栄
一
（下
佐
伯
区
）

同

原
野

英
樹
（天
川
区
）

同

鈴
木

伸
也
（太
田
区
）

同

岡
田

謙
次
（鹿
谷
区
）

同

稲
荷

賢
（柿
花
区
）

同

朝
稲

敏
彦
（奥
条
区
）

同

清
水

美
帆
（芦
ノ
山
区
）

同

藤
野

照
雄
（西
佐
伯
区
）

団
体
担
当
役
員

茨
木

由
佳
里
（子
ど
も
会
）

同

黒
木

志
保
（子
ど
も
会
）

同

竹
岡

和
奈
（子
ど
も
会
）

同

堤

寛
（小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

同

八
木

優
子
（小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

同

三
橋

麻
衣
（小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

同

田
邊

育
子
（中
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

同

雨
森

智
美
（中
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

同

西
村

真
白
（中
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

会
計
監
査

池
尻

愛
（芦
ノ
山
区
長
）

同

長
谷
川

富
男
（西
佐
伯
区
長
）

自
治
会
館
横
に
設
置
し
て
い
る
回
収
ボ
ッ
ク
ス
で
す
。

多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
い
つ
で

も
、
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
、
民
生
委
員
・児
童
委
員
で
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
私
達
の
活
動
に
ご
理
解
・ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

５
月
12
日
は
「民
生
委
員
・児
童
委
員
の
日
」で

し
た
。
登
校
時
の
見
守
り
で
イ
エ
ロ
ー
ベ
ス
ト
を

着
用
し
て
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
か

ら
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
。
６
月
か
ら
８
月
は

猛
暑
が
続
き
、
熱
中
症
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま

す
。
民
生
委
員
で
は
地
域
の
高
齢
者
の
方
々
の

安
全
を
守
る
た
め
、
夏
の
熱
中
症
予
防
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
世
帯
や
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
の
ご
家
庭
を
訪
問
し
、
チ
ラ
シ
や
熱
中
症

予
防
グ
ッ
ズ
を
お
渡
し
し
て
声
か
け
を
し
、
注
意

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
地
域
の
高

齢
者
の
方
々
が
安
心
し
て
夏
を
過
ご
せ
る
よ
う
、

毎
年
、
民
生
委
員
が
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（熱
中
症
予
防
グ
ッ
ズ
の
「ク
ー
ル
ネ
ッ
ク
タ
オ

ル
」で
す
。
首
に
巻
い
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
）

薭
田
野
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会



編
集
後
記

今
年
は
亀
岡
市
制
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。
昭
和
30
年

1
月
1
日
に
1
町
15
村
に
よ
る
大
合
併
か
ら
70
年
を
経

過
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
年
は
10
月
１
日
開
催
の
「市
制
70
周
年
記
念
式
典
」を

は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
記
念
事
業
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の

節
目
を
機
に
、
亀
岡
市
が
更
な
る
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

薭
田
野
町
も
今
年
の
自
治
会
行
事
に
「市
制
70
周
年
記

念
」と
い
う
冠
を
つ
け
て
開
催
し
、
共
に
市
制
70
周
年
を
祝

い
合
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
も
積
極

的
に
自
治
会
行
事
に
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

編
集
委
員
長

竹
岡

敏

編
集
委
員

美
馬

正
信

西
村

一
郎

大
石

善
次

八
木

正
純

（コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
員
）

大
西

博
之

小
澤

弘
明

令
和
７
年
度
役
員
紹
介

会

長

木
崎

貴
史

副
会
長

斉
藤

実

、
阿
太
地

浩

事
業
部
長

清
水

路
也

副
事
業
部
長

石
田

邦
彦

、
中
川

太
、
野
口

泰
佑

庶

務

小
瀬

雄
次

、
谷
本

竜
也

会

計

高
野

篤
子

亀
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
評
議
員

森
中

貞
行

亀
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

野
木

義
昭

薭
田
野
町
体
育
振
興
会

令
和
７
年
度
総
会
を
開
催

令
和
７
年
４
月
24
日
（木
）午
後
８
時
か
ら
自
治
会
館
に
於
い

て
総
会
を
開
催
。
令
和
６
年
度
事
業
報
告
・収
支
決
算
報
告
及

び
令
和
７
年
度
事
業
計
画
・収
支
予
算
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
原

案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
主
な
行
事
予
定

令
和
７
年
６
月
か
ら
令
和
８
年
３
月
ま
で
の
間
、
第
３
日
曜
日

20
：
00
～
21
：
30
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
を
開
催
致
し
ま
す
。
（熱
中

症
対
策
と
し
て
８
月
は
除
き
ま
す
。
）日
頃
、
体
を
動
か
せ
て
い

な
い
あ
な
た
、
是
非
、
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
楽
し
く
、
体
を
動
か
し
て
頂
け
る
機
会
で
す
。

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
持
参
に
な
り
ま
す
が
、
多
数
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
・バ
ト
ミ
ン
ト
ン
な
ど
。

詳
細
は
各
区
の
地
域
委
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

モ
ル
ッ
ク
大
会
（予
定
）

令
和
７
年
６
月
29
日
（日
）薭
田
野
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

９
時

令
和
７
年
11
月
16
日
（日
）薭
田
野
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

９
時

令
和
８
年
３
月
15
日
（日
）薭
田
野
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

９
時

第
36
回
薭
田
野
町
民
大
運
動
会

令
和
7
年
10
月
５
日
（日
）

町
民
の
皆
様
、
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

薭
田
野
駐
在
所
の
お
ま
わ
り
さ
ん
が
交
代

さ
れ
ま
し
た

薭
田
野
町
に
お
住
い
の
皆
様
へ

は
じ
め
ま
し
て
。
本
年
４
月
１
日
か
ら
薭
田
野
駐
在

所
で
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
中
田
雄
也
と
申

し
ま
す
。
早
く
も
赴
任
し
て
２
か
月
が
経
ち
ま
し
た
が
、

日
々
、
薭
田
野
町
の
方
々
の
温
か
い
心
遣
い
に
触
れ
、
こ

の
よ
う
な
町
で
勤
務
で
き
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
お

り
ま
す
。

年
齢
は
33
歳
で
す
。
少
し
若
い
印
象
を
持
た
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
元
気
あ
ふ
れ
る
若
い
力
を
発
揮
で

き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
国
際
電
話
か
ら
の
特
殊
詐
欺
の
電
話
が

急
増
し
て
い
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
？

現
在
、
亀
岡
警
察
署
で
は
、
被
害
防
止
の
た
め
に
国

際
電
話
利
用
停
止
の
申
し
込
み
を
全
面
的
に
支
援
し

て
い
ま
す
。
駐
在
所
で
も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

結
び
に
、
初
め
て
の
駐
在
所
勤
務
で
あ
り
、
一
抹
の
不

安
を
抱
え
て
の
赴
任
で
あ
り
ま
し
た
が
、
薭
田
野
町
の

皆
様
に
温
か
く
迎
え
入
れ
て
い
た
だ
き
、
こ
の
不
安
を

一
掃
さ
れ
ま
し
た
。
歴
史
あ
る
薭
田
野
町
の
駐
在
所
勤

務
員
と
し
て
、
誇
り
を
も
っ
て
こ
の
町
の
安
全
・安
心
を

守
っ
て
い
き
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。令

和
７
年
６
月

薭
田
野
駐
在
所

中
田

雄
也
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